
(1)第126号 与 論 会 だ よ り  2020年 (令和2年)1月 1日

第 126号

じ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
は
新
元
号
の
令
和
と
な
り
ま
し
た
が
、
秋
に
は
台
風
１５
号
、

１９
号
に

よ
る
風
と
大
雨
で
、
日
本
各
地
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
今
年
は

大
き
な
災
害
の
な
い
年
に
な
る
よ
う
に
お
祈
り
し
、
左
記
の
通
り
、
新
年
の

初
詣
の
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
と
こ
ろ
　
与
洲
奥
都
城
前
広
場

お
神
酒
を
用
意
し
て
お
り
ま
す

『飲
酒
運
転
』
は
く
れ
ぐ
れ
も
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す

今
力

２
年`

Ｔ

新

シ
」
　

■
さ

_ヽ´

１
月
３
日

（金
）
午
前
１０
時
～
１２
時

注
意
事
項

´ ●

■

奥都城秋季大祭 令和元年9月 15日
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2020年 (令和2年)1月 1日   与 論 会 だ よ り 第126号 (2)

あ

け
ま

し

て
お
め

で
と
う

ご
ざ
ｌ
′Ч

,
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与
論
会
会
口貝
の
皆
様
に
は
ご
家
族
お
揃

い
で
輝
か
し
い
お
工
月
を
お
壇
え
の
こ
と
と
お
度
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
我

々
の
先
人
た
ち
が
明
治
３２
年
長
崎
県
高
島
原
市

口
え
津
移
住
か
ら
１
２
０
周
年
に
当
た
り
ま
し
た
が
、
諸
事
情

の
関
係
上
記
念
式
典
年
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
５
月
に
与
論
中
学
校
２
年
生
の
修
学
旅
行
で
今

回
の
宿
泊
先
人
牟

ロ
ハ
イ
ツ
で
の
人
牟

口

・
荒
ん
地
区
与
誇
会
の
メ
ン
バ
ー
と
の

交
流
が
あ
り
、
全
員
輪
に
な
り
炭
鉱
節
を
踊
り
、
ま
た
、
翌
日
に
は
先
人
た
ち
が
眠
る
与
洲
奥
都
式
を
参
キ
。
今

回
１
２
０
周
年
に
入
口
わ
せ
て

「
黒

い
ダ
イ
ヤ

の
涙
」
を
生
徒
た
ち
が
三
徐
の
演
冬
に
乗
せ
て
合
喝
し
て
い
た
だ
き
、
皮
め
て
先
人
逹

へ
の
誇
り
を
胸
に
刻
ま
さ
せ
て
く
枚
ま
し
た
。

７
月
は

「
人
牟

口
・
荒
ん
地
区
与
論
会
」
３０
Ｚ
で
咸
風
堂
々
と
夫
牟

口
夏
祭
り
総
蒟
り

へ
の
参
カロ
を
し
ま
し
た
。

１０
月
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俗
谷

。
九
州
沖
縄

ロ

ー
カ
ル
版

「
実
感
ド
ド
ド
」

で
テ
ー
マ

「
黒

い
ダ
イ
ヤ
は
几
て
い
た
～

二
池
炭
鉱

与
誇
か
ら
の
移
住
１
２
０
年
～
」
３０
介
及
送
で
取
り
上
げ

て
い
た
だ
き
、

Ｈ
月
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｅ
テ
レ
全
国
版

「
Ｅ
テ
レ
特
集
」
６０
分
枠
で
及
送
が
あ
り
ま
し
た
。

人
牟

口

。
荒
え
地
区
与
論
会
の
二
せ

ｏ
四
せ
時
代
の
ネ
た
ち
に
と

っ
て
は
、
先
人
生
の
手
難
の
歴
史
を
少
し
で
も
学
ぶ
事
が
で
き
た
１
年

で
あ

っ
た
か
と
思

い
ま
す
。
今
後
も
、
先
人
逹
の
誇
り
を
も

っ
て
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
訳
寄
与
で
き
る
人
牟

口

。
荒
え
地
区
与
論
会
と
し
て
役
員

一
同

一
九
と
な
り
お
世
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
も
与
論
会
活
動
に
対
す
る
会
員
皆
様

の
ご
理
解
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
、
会
員
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
辛
を

心
か
ら

お
祈
り

い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

今
わ
２
年
　

ん́
ユ

人
牟
口
・
荒
え
地
区
与
論
会

会

長

朝

同

光

男

し

t



(3)第 126号 与 論 会 だ よ り   2020年 (令和 2年 )1月 1日

９
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８

日

１４

日

１５

日

10

月
11
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―

大 山 吉 福 山 原

田
~ド

田    田 氏
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レ́      ル
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月 月 月 月 月 月
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12    11
月   月
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日 日 日 日 日

与洲会館台風被害を受ける

▼
次
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た

（敬
称
省
略
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

月

　

日

与
論
会
の
動
き

令
和
元
年
９
月

令
和
元
年
１２
月

奥
都
城
清
掃
　
１３

・
１４
地
区
担
当

秋
季
大
祭
準
備
　
役
員

一
同

奥
都
城
秋
季
大
祭
　
約
７
０
０
人
参
加

奥
都
城
　
午
前
１０
時
ヽ
１２
時

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

・
九
州
沖
縄
ロ
ー
カ
ル

「実
感
ド
ド
ド
」

「黒
い
ダ
イ
ヤ
は
見
て
き
た
～
与
論
島
か
ら
三
池
炭
鉱

ヘ

集
団
移
住
１
２
０
年
～
」
放
送

Ｎ
Ｈ
Ｋ
再
放
送

奥
都
城
清
掃
　
１７

・
１８

・
１９
地
区
担
当

奥
都
城
清
掃
　
１

・
２
地
区
担
当

三
港
与
洲
会
館
外
塀
塗
り
　
役
員

一
同

役
員
忘
年
会
　
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
清
風
荘

75
二成

喪
原
日

山鬼
塚

吉
田

山
下

高
根

義

明

幸
子

主

至 自

住
　
所

久
留
米
市
野
伏
間

１
丁
目
２

１
２３

大
牟

田
市
住
吉
町

１
１
６

大
牟

田
市
船
津
町

１
丁
目

７

１
１０

大
牟

田
市
白
銀

６
７
３

１
１

大
牟

田
市
天
領
町

３
丁
目
３

１
２

玉
名
市
月

田
１
２
７
８

●■ |

膨咆
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2020年 (令和2年)1月 1日   与 論 会 だ よ り

先
入
し
の
び
交
流
深
め
る

秋
季
大
祭
に
７
０
０
人
参
列

大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会

（朝
岡
光
男
会
長
）
は
１５
日
、
大
牟
田
市
昭

和
町
の
与
洲
奥
都
城
前
広
場
で
２
０
１
９
年
秋
季
大
祭
を
開
催
し
、
約
７
０

０
人
が
参
列
。
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
先
祖
た
ち
の
働
き
に
思
い
を
は
せ
、

そ
の
苦
労
に
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

ま
ず
郷
土
遥
拝
や
神
事
が
あ
り
、
参
列
者
た
ち
が
玉
串
を
さ
さ
げ
て
先
祖

た
ち
を
慰
霊
。

朝
岡
会
長
は
長
き
に
わ
た

っ
て
会
長
を
務
め
、
現
在
顧
間
で
あ
る
町
謙
二

さ
ん
へ
感
謝
の
気
持
ち
の
言
葉
を
送
り
、
「先
人
た
ち
は
苦
難
の
道
を
経
て
、

現
在
を
築
き
上
げ
た
。
そ
の
苦
労
は
非
常
に
大
変
だ

っ
た
と
思
う
。
が
む
し

ゃ
ら
に
頑
張

っ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
先
人
の
誇
り
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
に
頑
張
り
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

来
賓
の
あ

い
さ

つ
が
あ
り
、
式
典
後
に
は
懇
親
会
も
開
催
。
参
加
者
た
ち

は
、
先
人
の
苦
労
や
頑
張
り
を
し
の
び
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
た
。

９
月
１７
日
　
有
明
新
報

残
暑
厳
し
い
中
で
行
わ
れ
た
秋
季
大
祭
で
あ
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の

人
が
訪
れ
お
参
り
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
川
畑
ア
キ
ラ
さ
ん
が
お
参
り
い
た
だ
き
、
本
日
大
牟
田
市
内
の
与

論
の
方
が
経
営
さ
れ
て
い
る
第

一
カ
ン
カ
ン
ビ
ル
内

「溜
り
場
き
ゃ
し
―
」

に
て
ラ
イ
ブ
公
演
の
為
、
秋
季
大
祭
に
お
詣
り
し
親
睦
会
ま
で
参
加
。
与
論

中
学
生
が
修
学
旅
行
で
披
露
し
た

「黒
い
ダ
イ
ヤ
の
涙
」
他
た
く
さ
ん
の
曲

を
ギ
タ
ー
リ
ス
ト
伴
奏
を
伴
い
秋
季
大
祭
会
場
で
披
露
し
、
参
加
者
大
感
激
。

金
銭
の
部

１
万
２
千
円

林

・
目
原

・
河
村

・
三
砂

様

１
万
円
　
山
元
　
美
幸

様

１
万
円
　
川
畑
　
幸
雄

様

１
万
円
　
白
　
一云
　
社

様

５
千
円
　
大
牟
田
ひ
ま
わ
り
の
会
様

５
千
円
　
０
山
　
運

様

５
千
円
　
福
　
　
弘
光

様

５
千
円
　
猿
渡
恵

一
郎

様

５
千
円
　
沖
　
克
太
郎

様

３
千
円
　
竹
　
　
稔
範

様

３
千
円
　
堀
　
　
泰
博

様

３
千
円
　
部
落
解
放
同
盟
大
牟
円
支
部
様

２
千
円
　
林
　
　
清
正

様

２
千
円
　
太
田
真
佐
子

様

２
千
円
　
野
口
　
峰
達

様

２
千
円
　
基
　
　
珠
貴

様

２
千
円
　
松
尾
タ
ツ
エ

様

１
千
円
　
永
吉
　
　
守

様

し

_ヽ´

遠
く
よ
り
来
た
フ
ア
ン
ク
ラ
ブ
の
方
々
も
参
加
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り

全
員
で
合
唱
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
も
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
芳
志
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
紙

面
を
お
借
り
し
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

物
品
の
部

清
　
酒
２
本

清
　
酒
２
本

有
　
泉
２
本

有

泉
１
本

焼
　
酎
１
本

焼
　
酎
１
本

ビ
ー
ル
ー
箱

ビ
ー
ル
ー
箱

有
　
郭
子

様

白

雲

社

様

仲
野
装
業

様

朝
岡
光
男

様

基
　
珠
貴

様

熊
谷
博
子

様

堀
　
恵
子

様

山
元
美
幸

様

ミ
ヽ
ッ

ンヽ

・―

ら
７

ト
ウ
ト
ガ
ナ
シ

第126号 (4)



与 論 会 だ よ り  2020年 (令和2年)1月 1日

令和元年 秋季大祭
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2020年 (令和2年)1月 1日   与 論 会 だ よ り 第126号 (6)

令和元年 秋季大祭
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(7)第 126号 2020年 (令和 2年)1月 1日与 論 会 だ よ り

令和元年 秋季大祭
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2020年 (令和 2年)1月 1日 与 論 会 だ よ り 第126号 (8)

令和元年 秋季大祭
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令和元年 秋季大祭

一　
　
　
』儘
鋼
一カ爾
一●
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

．藤
樗
ヽ́

´

●

(9}第 126号

.|

"口磯

,

llT'F警響

¬

,``

|  .■・

ヽ
　

　

，

_ヽ´

ノ
′

プ
0・ '4

●

t
ヽ翻

■
■
■

ヽ

●

:・ ヽ



第126号 (10
2020年 (令和 2年)1月 1日   与 論 会 だ よ り

令和元年 秋季大祭
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(11)第 126号 与 論 会 だ よ り 2020年 (令和 2年)1月 1日

令和元年 秋季大祭
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2020年 (令和2年)1月 1日   与 論 会 だ よ り 第126号 (10

会
員
の
皆
様
へ

「番
組
と
放
送
日
の
ご
案
内
」

先
日
、
秋
季
祭
典
で
熊
谷
監
督
か
ら
案
内
が
あ
り
ま
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
の

放
送
日
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

◆
内
容

今
年
、
最
初
の
移
住
か
ら
１
２
０
年
目
に
あ
た
り
、
与
論
中
学
の
修
学
旅

行
を
軸
に
、
こ
の
１
２
０
年
間
の
歴
史
、
与
論
か
ら
の
移
住
し
て
き
た
人

と
そ
の
子
孫
た
ち
の
様
々
な
思
い
、
人
生
、
奥
都
城
の
意
味
、
な
ど
が
描

か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

・
九
州
沖
縄
ロ
ー
カ
ル

「実
感
ド
ド
ド
」
「黒
い
ダ
イ
ヤ
は

見
て
き
た
～
与
論
島
か
ら
三
池
炭
鉱
へ
集
団
移
住
１
２
０
年
ヽ
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

（沖
縄

・
佐
賀
を
除
く
全
県
で
放
映
）

日
　
時
　
１０
月
Ｈ
日

（金
）
時
間

・
１９
時
３０
分
か
ら

（２５
分
）

再
放
送
　
１０
月
１２
日
７
時
３０
分

（２５
分

全
県
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
　
Ｅ
テ
レ

・
全
国

「
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
」
Ｈ
月
３０
日

（土
）
２３
時
００
分

か
ら
。

こ
の
ハ
ガ
キ
を
会
員
皆
様
に
お
送
り
し
て
、
見
て
い
た
だ
く
よ
う
に
ご
案

内
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
い
か
が
だ

つ
た
で
し
よ
う
か
。

製
作
会
社
Ｖ
Ｏ
Ｚ
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
岩
下
宏
之
さ
ん
よ
り
、
朝
岡
会
長
宛

に
お
礼
の
言
葉
と
放
送
後
の
反
響
な
ど
の
手
紙
を
受
け
取
り
ま
し
た
の
で
お

し
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
の
番
組
で
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
方
に
も
様

々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

上
二
池
炭
鉱
の
こ
と
は
知

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
与
論
島
か
ら
移
住
し
て
き

た
方
々
が
支
え
て
い
た
と
い
う
事
実
は
全
く
知
ら
な
か

っ
た
。

・
島
を
救
う
た
め
に
集
団
移
住
し
た
人
た
ち
が
、
言
わ
れ
な
い
差
別
や
偏
見

に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

・
与
論
会
の
人
た
ち
の
与
論
島
の
中
学
生
た
ち
の
交
流
が
よ
か

っ
た
。

・
中
学
生
た
ち
の
歌
に
感
動
し
涙
し
た
。

・
中
学
生
た
ち
の
歌
を
聞

い
た
後
、
お
ば
あ
さ
ん
が

「
つ
い
て
い
き
た
い
」

と
お

っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
胸
が
つ
ま

っ
た
、
な
ど
な
ど
。

皆
さ
ん
の
思
い
や
生
き
様
が
き
ち
ん
と
視
聴
者
に
届
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す

ｃ
再
放
送
の
予
定
は

Ｅ
テ
レ
ー２
月
５

（本
）

午
前
０
時
よ
り

「全
国
放
送
で
す
」

今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

_ヽ

ヽ_


